
文 字 ・こ とば ・書 物

シュメー ル にお け る 「文 明の装 置」試論

箕 輪 成 男

1.は じ め に

文字 ・ことばお よび書物 というものは,し ばしばそう受け とめ られている

ように,中 立的な存在では必ずしもない。その国際的な流れは文化交流 とい

う双方向的な ものであるよりは,文 明の浸透 として,一 方向的な直流 と説明

した方が,現 実に近 いと思われ る。そのような視点か ら見た とき,文 字 ・こ

とばおよび書物,書 籍,出 版 といった文明のサブシステムが 「文明の装置」

としてそれぞれの文明においてどのように機能 を果 してきたのかを筆者 は明

らかにしたいと考 えている。本論考 はいわばその序章 として,人 類最古の文

明であるシュメール文明 について,考 察 した ものである。古代オ リエ ン ト史

の専門家でない筆者に とって原史料 を駆使 して新たな知見 を提示することは

不可能である。筆者が ここで試みているのは,こ れ までの史家の研究の成果

を 「書物の文明史」の立場で再構成 し,違 った角度から光 を当ててみること

であ り,そ れ以上の ものでないことをお断 りしてお こう。

現在知 る限 りで人類最古の文明 とされるシュメール文明について,我 々が

驚 くほどリアルに古代の姿を再現 し得ているのは,シ ュメール文明が粘土の

文明だったからである。粘土は第一に驚 くほ どの耐久性 をもっている。 メソ

107



ポタ ミアの乾燥 した気候の下では数千年の時間に耐 えて,今 日我々に古代の

遺構 を示 し,そ の図書文書室 に貯 えられた粘土板文書をしばしば完全な姿で,

提供 して くれているのである。

メソポタ ミアの遺跡か ら得 られた,そ うした粘土板の数は今では50万 枚 も

あるといわれる(書 かれたものはその10倍 もあったろう)。初期の報告では10

万枚 とされていた ものが急速に数 を増や しているのは,発 掘 に成功する度 に,

数千か ら数万枚の粘土板が発見 され,情 報 を拡大 して くれるか らだ。

第二にシュメール をふ くむメソポタミアの遺跡や粘土板が無事今日に伝 え

られているのは,粘 土が どこでで も得 られる,し たがって貴重性の乏 しい素
1)

材であったためだ というのは陳舜臣氏である。 もしメソポタ ミアの古代宮殿

や神殿が,大 理石や立派な木材で出来ていた ら,征 服民族はそうした貴重な

資材 を自分の本国あるいは植民地に,自 分たちの神殿や宮殿 を建てるために

運搬 し,再 利用をはかっただろうというわけである。た しかに今 日小アジァ

に残 るギ リシャ ・ローマの遺跡は他の土地の神殿 ・宮殿 を壊 して運んだ大理

石 に満 ち満ちている。

2.シ ュメ ール 文 明 の時 代 区分

A.J.ト イ ン ビー は文 明 の史 的 過 程 を発 生(genesis),生 長(growth),衰

退(breakdown),解 体(disintegraiton)の4段 階 で捉 え,そ れ を彼 の比 較

文 明 研 究 の基 礎 に用いて いる。

第一 の発生 につ いて トイ ンビーは彼 の文明 として取 り上 げる21の うち315

は先 行 文 明 か らの 子 分 れ 文 明 で,6つ だ けが未 開 社 会 か ら出現 した始 源 的文

明で ある とす る。エ ジプ ト,ミ ノ ス,シ ナ,マ ヤ,ア ンデ ス と我 々 の考 察 の

対 象 で あ るシュメール文明が それであ る。 シュメール文 明 はなぜ,い か に し

て 出 現 した のか,そ こに お い て文 字,こ とば,書 物 が どの よ うな機能 を果 し

た の か,が 我 々 の考 察 の対 象 で あ る。
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第二 は生長で,発 生 した文明の萌芽 は必ず しもすべてが順調 に生育開花す

るわ けではな く,ト イ ンビーの言 う挑戦 に対する応戦 を有効 に組織 しえた も

ののみが,文 明 として発展過程をたどることになる。そうした発展過程 に文

字,こ とば,書 物が どう関係す るのかが我々の問題意識である。

第三の衰退 は,文 明の発生,生 長 を主導 した少数者の創造的能力の喪失,

それ に呼応する多数者の模倣の撤回,そ の結果生 じる社会全体の社会的統一・

の喪失 と説明 される。諸文明が世界国家による強制的な政治統 一一に服従す る

という代価 を払 って3絶 滅か同化かの脅威にさらされなが ら一時的な猶予 を

あがなっている状況 を意味 している。
2)

そして第四の解体 は文明の絶滅 ないし同化による消失である。第三 ないし

第四の段階における文字,こ とば,書 物 の文明史的関わ りの解明は発生,生

長段階におけるそれ らの裏返 しとしての意味において も重要である。

本稿 において筆者 は トインビ,__..の枠組に依拠 しつつ,シ ュメール文明の歴

史過程を次のように時代区分 している。

シュメール文明の時代区分

1.シ ュ メー ル 文 明 の発 生

以 前 の メ ソポ タ ミア

H.シ ュ メー ル 文 明 の発 生

III.シ ュ メー ル 文 明 の成 長

IV.シ ュ メー ル 文 明 の衰 退

V.シ ュ メー ル 文 明 の解 体

B.C.3200

以 前

B.C3200～

B.C.2350

^-250

B.C.250

^-1900

B.C.1894

トイン ビーのい う挑戦 に対 す る対応

の模索。諸部族間の競争 ・闘争

挑戦に対する有効な応戦の選択。シ

ュメール王国群。 シュメール人のシ

ユメール統一

画 乱 時 代S.C.2fi77-2298

文明の萌芽の継続的発展,伸 長 。 メ

ソポタ ミアー 円へ の国際的覇権確立,

世 界国家 出現(シ ュメール,ア ッカ

ド),サ ル ゴ ン王

匡 界 平 和B.C.2295-19・5

グテア人の侵入。アッカ ド王国滅亡

バ ビロニア王国出現

この うち本稿 で取 り上 げ るの は主 として1～IIIの 時 期 にお け る文字,こ とば,
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書物の役割である。

なおシュメールの時代区分については論者によって一定せず,定 説が確立

しているといえない状況にある。数字は大 よその もの と考 えるべきである。

3.シ ュ メ ール 文 明 の 背 景

a.農 耕のはじまり 農業革命

ティグリス ・ユーフラテスの流域か ら湾曲して地中海 に至 る平野 は 「肥沃

な三 日月地帯」 と呼ばれ る。人類最古の文明がメソポタ ミアに興 ったのはこ

うした形容が示す経済的豊かさを背景に してである。今 日全体 として乾燥気

候下にあるメソポタ ミアも,今 か ら5500年 前(前3500年 頃)に はじまる気候

変動以前では豊かな森林地帯 もあって,か なり湿潤な土地であったらしい。

それが5500～5000年 前以後寒冷かつ乾燥 した気候 にとって代わ られたのであ

る。

メソポタ ミアが豊かな森林 を持 っていた ことは,エ ジプ トに木材 を輸 出し

た り,多 くの神殿建築 に必要な煉瓦の生産 のために多量の薪 を使ったことか

ら推定できるし,よ り直接的には環境考古学等の発達によって,た とえば土
3)

中花粉の分析 という科学的方法で検証 されているのである。

今では乾燥地帯 に属するメソポタ ミアだが,秋 ・冬の間には若干の降雨 も

あ り山麓地帯や山間の盆地では山か らの融雪水があったから,灌 概以前で も

小規模の無施肥農業 を営む ことが可能であった。 こうした天水に頼 る天水農

業では,比 較的水が少な くて も栽培で きる大麦 ・小麦が中心であった。小規

模 とは言 え,採 取 ・狩猟 に頼 る生活 よりははるかに安定 した生活が可能 とな

った。農業革命である。

小麦の単位面積当た りカロリ0生 産量は米の7分 の1と 言われ るから,メ

ソポタミアの面積当た り人 口扶養力は米作地帯に比べればはるかに小 さいが,

当時の少ない人 口は養えたのであった ろう。 しかし乾燥化が進む一方,次 第
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に人口が増 えて くると,そ うした天水農業では間に合わな くなる
。そ こで,

メソポタ ミアの南部デルタ地帯に灌概農業がはじまる。エジプ トでは年1回

秋 に起 こるナイルの洪水 を利用 し,溢 水をナイル漢谷の平地部分 に導 くだけ

だか ら簡単な灌概で足 りたが,メ ソポタミアの南部平地部 を灌概するには複

雑大規模な工事 を必要 とした。そうした大工事 を統一的に実施す るためには,

強力な権力が必要であり,そ こにシュメールの都市国家 と文明の成立す る背
4)

景があった。 トインビーの ことばを借 りれば,乾 燥化 とい う自然の挑戦 に対

する灌概農業の開発 という応戦 によって,シ ュメール人は最古の文明 を形成

する基礎 を得 たのである。

b.文 明の成立一 一都市革命

自家消費以上に食糧 を生産する農耕が進んだ結果,農 耕以外の活動 に従事

する人 口が次第に増加 し,社 会的分業が成立するに至る。農耕に従事 しない

そうした士工商が集住することによって都市が生 まれる。岡田英弘氏によれ
5)

ば,中 国における国 とは城郭に護 られた都市のことであ り,都 市の主要な機

能は商業である。農民 は市民 とは見なされない食糧生産者,供 給者,被 収奪

者 としてあるのみである。東アジアの歴史 を形成 してきた中心的事実 は,シ

ルクロー ドや韓半島,倭 国などを結ぶ商業路の消長であると大変明快な断定

を行 っていて楽 しいが,こ の場合 シュメールに誕生 した都市 も恐 らく東アジ

アの場合 と似た ものであったろう。

メソポタ ミアは東方西アジア諸地域 と西方地中海岸諸地域 を結ぶ商業路の

交差点であった。 しか もメソポタ ミアは経済的に豊かで恵 まれた土地であっ

たか ら,周 辺諸地域か ら頻繁に部族の移住,侵 略が行われ,異 文化間の接触・

交流が盛んであ り,そ うした活性 の中で,人 類最古の文明一 都市の文化が

生 まれたのであった。

前5000年 頃メソポタ ミア北部峡谷 における天水農業から南部での灌概農業

への転換 を実現 したのは,北 から南下 してメソポタ ミアに入 った非セム系の
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シュメール人であった。人類最古の文明の具現者 としての栄 を担 うシュメー

ル人 は,や がて灌概技術が進むにつれ農地 を拡大 し,そ の農業生産力 を背景

に新石器時代末期に散在 した部族 を抑 えて強力な国家を組織 したのである。

そうしたシュメールがなぜ人類史上最古の文明 とな り得たかについて最 も

説得力のある説明を提供 して くれ るのは,こ れもまた陳舜臣氏である。ティ

グリス ・ユー フラテスの沖積平野 は農業生産地 として最高であったわけでは

な く,そ の点ではナイルや黄河の方が上であったか もしれない。にもかかわ

らずシュメールが最 も早 く文明を生み出し得たのは,上 に述べた とお り,農

業生産力に加 えてその社会が環境的多様性から刺激 を継続 して受 けたためで

あ り,そ して第二 にティグ リス ・ユーフラテスの大灌概事業を統轄する指導

力は,シ ュメールが もともと強力な統率の下に生活 してきた北方の遊牧民で

あったために生まれ得た ものであるというのである。 シュメールの人々は大

規模灌概工事 を組織 し得たのみならず,他 部族 との戦いにおいて も圧倒的な

戦力を組織 し得た。他の諸部族 は組織的な戦闘を知 らない鳥合の衆であった
6)

ら しい。

と もあ れ,紀 元 前3200年 か ら紀 元 前2350年 まで続 い た初 期 シ ュメ ー ル王 国

群 は,10ほ どの都 市 国 家 の集 合 体 として成 立 し,そ の最 も有 力 な もの が ウル

クや ウル であった。 シュメール全体 を0国 で統 合 した とい うよ りは,小 都 市

国家 群 が 有 力 都 市 の影 響 下 に連立 した状 態だか らシュメール王国 「群」 とよ

ばれ るのであ7).こ う して生 まれ た シ ュ メ ール 王 国 群 には どれほ どの燗 が

生 きて いたので あろ うか。

c.シ ュメールの人 口

国家の豊かさは必ず しも人口に比例 しないか もしれない。権力者の収奪部

分が大 きく,か つそれが非生産的浪費に廻 されるとすれば,国 家の潜在的経

済力が還流 して民力を養 うことにならず,従 って経済発展に比例 して人 口の

増加 をもたらさない場合 も考 えられるか らである。 しか し,そ うした個々の
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ケースにおける乖離 は別 として,大 量観察的には一国の経済力は人口に反映

すると考えられる。

人間は食べなければ生 きられず,一 定の人 口の存在はその人口を養 う食糧

生産が備わっていることを示すか らである。食べることもで きないyあ るい

は養 うこともできない人間がやた らに増 えることはあ りえず
,そ の点マルサ

スの原理は冷厳に働 くからだ。勿論,経 済力は食糧以外の衣食住の贅沢品や

国家的諸施設の建築等にも廻 されるだろう。 そうした非食糧的支出の多寡 は

国家によって勿論異なる。 とくに今 日の ように高度発展 した社会 と未開発社

会の間の格差は大 きいが,い ま我々の観察 しようとしている古代 においては

エンゲル係数は例外な く高かった と思われるか ら
,や は り人口は国家の経済

力 を計 る最 も重要なバロメーターである。

メソポタ ミアの最初 の文明 シュメールの人口は100万 人弱であった と言わ

れるが,そ の信懸性 はどうであろうか。鈴木秀夫氏は世界人口の推計 を紹介
8)

し,

11000年 前(B、C.9000)400万 人

7000年 前(B.C.5000)500万 人

5000年 前(B.C.3000)1400万 人

としてい る。 ・9000か らB.C.5000ま で4000年 の 間 に世 界 人 口 は400万 か

ら500万 へ と極 め て緩 慢 な増 加 を示 して いるが,B .C.5000年 頃 か ら は農 耕 地

の拡 大 に よっ て,2000年 で3倍 弱 に増 加 して い る。B .0.3000年 の 世界 人 口が

1400万 人 とすれ ば,シ ュメ ー ル の100万 人 はあ りえ な い数 字 で は な い。

それ で は首都 ウル クや ウルの人 口は どれだ けで あった ろうか。 シュメール

の国家 的構成 は10ほ どの 都 市 が 周 辺 農 村 地 帯 を勢 力 下 にお く都市 国家 の集合

体 で,そ の最 も有 力 な もの ウル クや ウ ルの都市 人口 は数万人 で あった といわ

れ る。 は るか後世 のア ッシ リア,ア ッシ ュー ル バ ニパ ル大 王 の盛 時 に,首 都

ニ ネ ヴ ェの人 口が12万 人 で あ るの に対 し,歴 史 の早 い段 階 で数 万 人 は多 す ぎ

る ように見 えな くもないが,し か し シ ュメ ー ル文 明 の 技術 の多様 ・高度 な発
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達 を考 え る と,そ れ くらい の人 口の集 積 はあ っ て もおか し くない。 む しろ必

要 であ った とも考 え られ る。一つ の傍証 として言 えるこ とは,人 口12万 人 の

都 市 ニ ネ ヴ ェの 面積 が7.4平 方 キ ロ メー トル で あ った の に対 し,発 掘 され た ウ

ル クの都 市 外 周 は9.5キ ロ メー トル もあ り,面 積 で は5平 方 キ ロ メー トル 以 上

と推 定 され るこ とであ る(人 口 は伝 え られ て い な いが バ ビロ ンの都市面積 は
9)

10平 方 キ ロ メー トル で あ る)。

4.シ ュメ ール 文 明の 発 生

a.文 明と権力 と粘土板

文明を形成するに必要な要素は都市 ・神殿 ・文字の3つ であるといわれる。

筆者の言葉で置 き換 えるならば経済 ・政治 ・行政である。都市 とはかな りの

規模の人口の集積であ り,そ うした人口集積が起 こるのは商工業その他サー

ビスのためである。農耕 のために都市はいらない。文明 とはそうした人 口集

積地:都 市(Civitas)に 発展す る 「都市の文化」(Civilization)に ほかなら

ないのだ。いいかえると都市 とは,何 よりも先ず人々の集積を促す経済活動

なのである。

第二の要素,神 殿 は政治の象徴である。経済活動が盛 んにな り,多 くの人々

が集ま り住 むところ放置 しておけば必ず秩序が失われ社会 は混乱する。そう

した人間集団に秩序 と調和 を与 えるためには人々を何 らかの形で支配する支

配の思想,す なわち政治的イデオロギー,す なわち王権が必要 となる。

そうした支配 を有効 ならしめるためには武力だけでは十分でない。武力 を

補強 し,支 配者 を武力以上の存在に高めるために王権 はしばしば神権 と合体

し,王 は宗教的,あ るいは呪術的に超越的存在 として立ち現れる。王権 と神

権が合体 しない場合 には,王 は神官によって聖別され る形を とることによっ

てその超越的存在 を補強する。 さらに王はその権力 をいやが上 にも偉大強力

に見せるために,し ばしば神殿,宮 殿,陵 墓,そ の他の巨大工事 を実行する。
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メソポタミアの場合,有 名なのはバベルの塔だが,シ ュメール時代 にもそれ

ぞれの都市 に神殿 ・宮殿が設 けられている。

文明の構成要件の最後 に くるのは文字である。いいかえると経済 と政治の

円滑な運用を支持する行政の世界である。都市の文化は,そ の高度 に構築 さ

れた経済機構,政 治機構 を運営するために,文 書による連絡や記録 ・法の提

示 を必要 とする。すなわち都市国家の管理のためには,い まや官僚制が成立

するわけである。 また文明 という高度に技術的な文化が成立 し持続 されて行

くためには,開 発 された技術が知識 として伝達 され,伝 承 され,継 続的に発

展 を重ねることが必要であ り,そ うした知識の伝達は口伝 えでは無理である。

シュメール文明でそ うした伝達のためのメディア となったのは粘土板に書

かれた模形文字であった。書写の材料が ここでは粘土板であったか ら
,そ れ

に記録 しやすい懊形文字が開発 されたのである。

今 日sシ ュメール文明だけで も数万点,メ ソポタミア文明全期2000年 を通

じては約50万 点 もの粘土板が発見 され,逐 次解読 されている。粘土 というメ

ソポタ ミアの どこにでもある材料 を筆記材料 とした ことは人類 にとって幸い

した。粘土板 は乾燥 したメソポタミアでは融 けて流れることもな く,腐 るこ

ともかびが生 えることも焼かれてな くなることもな く,数 千年の時間に耐 え

て今 日に伝えられ得たのである。

我々が正倉院文書 をもつことによって奈良時代 の歴史的事実 を,む しろ後

の時代についてよりもよ り詳細 に知 り得ているの と同 じく,こ れ ら粘土板の

解読によって古代メ ソポタミアの歴史はかな り詳細 に探知 し得ているようで

ある。ただし粘土板 を強調するあ まりに,前12世 紀以降 メソポタミアでは順

次他の書写材料,す なわち木,象 牙の板,パ ピルス,皮 などがまた用いられ

た ことを忘れてはな らない。パ ピルスは懊形文字でないアラム語 を書 くため

にエジプ トからわざわざ輸入されたのである。
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b.撰 形文字

人類史上最 も早 く文字 を開発 したのがシュメール文明であるといわれる。

文明の要件のひ とつが文字であるか ら最 も早い文明が最 も早 く文字を開発 し

たのは当然の帰結であ り,最 も早 く文字を開発できたから,最 も早 く文明が

成立 し得たわけで もあ10).だ から,シ ュメール以外 に文字の蒋 がなかった

わけではない。そうしたい くつ もの萌芽の中か ら経済的,政 治的に最 も有力

なシュメールの ことばと文字が国内的,国 際的 コミュニケーション(交 易)

の手段 として力を得,洗 練 されるに至 ったのである。いいかえると,古 代 に

おける文字 は経済 ・政治 ・行政 を統合的に支配する権力のための手段であっ

た。そうした文字が都市で生 まれたのは古代の権力が都市で生 まれ都市国家

を形成 したか らにほかならない。権力行使の実用的な機能 を担 うために生み

出された文字 は支配権力の手段 として,し ばしば彼 らに独占された。文字の

独占は支配階級 にとって,支 配 のための強力 な手段であったか らだ。A.K。
11)

ボウマンとG.ウ ォルフは彼 らの論文"古 代世界 における文字 と権力"に お

いて文字 と権力の関係 について考察すべき事柄 として,互 いに関連 し合 う二

つの問題 を示 している。すなわち第一 は文書への接近やその所有に対する制

限,合 法的利用への制限,そ して文書を読むこと自体への制限 といった こと

をふ くむ文字(文 書)へ のアクセスに対 して行使 される権力による制限であ

り,第 二は文字(文 書)を 用いることによって実現される権力の行使,例 え

ば法の布告や経済取引の記録 といった二つの側面である。

このような権力による権力のための言語政策 は,古 代 に限った ことでな く

現代 においても観察 される。一見中立的な装いの言語政策のウラには権力の

政治的意図がか くされていることが多い。単一言語での生活に馴れた 日本人

には想像 しに くいが,日 本以外の諸国 とくに多言語諸国では,言 語 は常 に大

きな政治的イッシューなのである。

さて都市国家で成立 した文字体系は,次 にはその都市の対外的影響力の及

ぶ限 り,周 辺都市 に拡散 して行 く。いつの時代で も強力な文明(政 治 ・経済
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力)を 背負った言語 と文字がその文明の影響圏で国際語 として機能 してきた

のである。

最古の懊形文字 はシュメール地方の都市国家遺跡ウルク第IV層(前3000年

頃)か ら発見 された絵文字(ウ ルク文字)で,字 種の数は約1000文 字 とも2000

文字 ともいわれる。文字 としてはまだ古拙なこの時代では数字 と表意文字が

並列 してお り表音化ははじまっていない。 この時代 は原文字期 と呼 ばれ
,そ

の記録内容 は収支計算や貸借 ・売買など,も っぱら経済活動のための会計簿

で,思 索の結果や,歴 史 など高度 な文章を書 くに至 らぬ原初的段階である
。

シュメールに人類最初の文字が成立 したのは,こ のようにその活発 な経済

活動上の必要に応えるためであった。文明成立の最大の要件は都市 における

大 きな経済活動 とくに商業,工 業の発達であ り,そ れを支える政治 ・行政的

システムであったのだ。やがて前2500年 頃からは,上 に記 した とお りシュメ

ールの他都市でも文字使用がはじまり
,字 形 は絵文字から急速 に懊形 に変わ

る。 これはやわ らかい粘土に石,骨,葦 な どのペ ンの角をおしつけて書 くの

が普及 したための合理化,単 純化である。 ウル ク文字の曲線 は鉤型 または直

線、に変化 し,象 形的な原形が失われ,表 意文字が加わって文字数は600字 ほど

に整理され る。

上記の とお り,シ ュメール時代(前3000～ 前2000年 頃)の 懊形文字 はもっ

ぱら行政や経済活動 に伴 う記録文書であ り,神 話,叙 事詩讃歌,占 い,呪 術,

文学,辞 書などは例外的 にしか存在 しない。やがてシュメール人が勢力を失

い,バ ビロニア人が支配する古バ ビロニア時代(前2000～ 前1500年 頃)に 入

ると,ギ ルガメシュ叙事詩をはじめ とする高度な精神活動を反映 した粘土板

が突然集中的に現れるようになる。

これは古代メソポタミアにおける一種の共用語であったシュメール語が シ

ュメールの滅亡 によってその地位 をア ッカ ド語 に譲 り
,死 語化するという事

態 を迎 え,そ れ までシュメール人の間で口諦的に伝 えられていた各種の口調

文学を文字化する必要に迫 られたためと考 えられている。
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セム系のア ッカ ド人サルゴン王によって,は じめてメソポタミアの統一国

家 として形成 されたアッカ ド王国は,言 語族 としてはセム系でシュメール語

とは語系を異 にしているがsア ッカ ド語の筆記にシュメール人の模形文字 を

とり入れた。 このア ッカ ド語はアッカ ド王朝の滅亡後,南 方のバ ビロニア語・

北方のア ッシ リア語に分れるが,紀 元前1世 紀 ごろまで・メソポタ ミアの言

語 として使用され,模 形文字が用い られたのである。

シュメール語模形文字 は,表 意文字,音 節文字 と決定詞か ら成 り,次 第 に

整理 ・簡略化 されて も600字 か ら1000字 もあったか ら,そ の習得は決 して容易

ではな く,支 配階級子弟のための書記養成学校で系統的に教育が行われた。

書記学校 は授業料で維持 され,政 治 ・経済に対 して影響 を与 えた宗教 も,こ

こではむ しろ制約 とはなっておらず,か な り自由であった ことが,粘 土板の

記録か らわかっている。

書記 は税や国家資材の管理,労 働者への支払い,貿 易などの主要な都市機

能でテクノクラー トとして重要な役割 を果たしたから,次 第 に権力を集める

に至った。そうした書記のほかに,襖 形文字の ヨミカキ能力をもっていたの

は,神 官,商 人などで,古 代 において ヨミカキ能力が最 も広 く,深 く普及 し

たのはメソポタミアにおいてであった。一方 シュメールをはじめメソポタミ

アで模形文字,エ ジプ トで象形文字が2000～3000年 も続 けて用い られ表音文

字 によるアルファベ ッ ト化への進化がなかったのは,そ うした文字の簡略化

が彼等書記の権力 を奪 うことになるか ら,書 記自身が文字の簡略化 を意図的
12)

に妨 げたのだ という。すでに述べた支配階級による文字の独 占の一面である。

c.書 物 の 誕 生 法 典 編 纂

前3000年 頃 に開発 され た シ ュ メー ル 文 字 が,何 よ りも権 力 に よ る権 力 の た

めの手 段 で あった とす るな らば,そ れ 以 後 前2000年 頃 に至 る,約1000年 の 間

に作 られ た初 源 的 な"本"も また権 力 の た めの手 段 で あ った。粘土板 文書の

体系 的集積 としての そ うした"本"の 例 として は何 よ りも先 ず 法 令:布 告 集
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がある。

林深山氏 の説 くところによると,メ ソポタ ミアの法律の特色 は,

1.平 安 と秩序の重視(安 定性の追求)

2.実 定法の発展

3.神 と結びついた正義の観念

13)

の3つ であるという。

ここで1の 秩序の重視 とか3の 正義の観念 とかは
,メ ソポタミアの置かれ

た厳 しい風土 と政治的環境から来た ものである。メソポタ ミアの気候 はエジ

プ トに比べればはるかに厳 しく,テ ィグ リス ・ユーフラテスの流域
,と くに

南部 では土地が平坦なため洪水が起 こると制御 しに くく,灌 概 もまたむずか

しかった。 したがって彼 らの農業 は,年3毛 作(実 際は2 .5毛作)ま で も可能

な年がある一方,収 穫 ゼロの年が頻繁 にあるな ど安定性 を欠いていた
。

他方政治的 には,両 側 を砂漠で守 られたナイル漢谷 とちがい,北 方の山岳

部族や西方 ・南方の遊牧民の襲撃 にいつ もさらされた無防備,開 放型の土地

柄であったため,始 終不安,敵 意,不 信にさらされ,精 神的にはエジプ トの

楽観主義に比較 して・悲観主義的であ り,従 って平和 ・秩序 ・正義への願い

が法の上 に強 く示 されたのである。

しか し我々のように書物の歴史を考える者 にとって,よ り重要なのは2番

目の実定法の発展であろう。王の個人的判断に依存 して法律の裁断が行われ

るのでな く,文 字に書かれ実定 された法によって裁いた というのは
,古 代 に

あって驚 くべき先進性であるが,し か もその条文が数百力条にもわたって編

纂されているとは驚 くべ きである。

同時 に神であ り王であるファラオを戴 くエジプ トでは王の権力 は絶対であ

り,王 権 を制限 し補足するために人々の間のルー一ルを確立す る目的の法律 は

存在 しなかったと思われる。 これに対 してメソポタ ミアの場合,都 市の首長

も都市連合 としての国の王たち も,み な人間であ り,神 の執事 に過ぎない
。

メソポタ ミアの人々が至高の存在 としての神の真意を宗教的に探 りつつ も
,
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それを実現する手段 として現実的な考慮の下に実定法 を設 けたのはメソポタ

ミアのおかれた 自然的,政 治的環境が上 に記 したように厳 しかったか らであ

ろう。

実定法の集大成 として有名なハ ンムラビ法典(282条)が 編纂され,石 柱 に

彫って施行 されたのは前1700年 頃のバ ビロニア時代であるが,ハ ンムラビ法

典 は先行する諸法典(ウ ル ・ナンム法典等)を 抜粋編成 して作 られた もので,

シュメール法 とアッカ ド法の両法系が折衷 されているといわれる。シュメー
14}

ル時代に もすでに実定法が存在 したのである。

d.ギ ルガメシュ叙事詩

初源的な本の第二の例 はギルガメシュ叙事詩に見 るような神話的な作品の

体系化である。叙事詩は詩の最 も古い形で民族 を代表する英雄の行為 を記 し

た もの とされ るが,そ のような"作 品"は 本来王権の正統化,神 聖化による

補強 を目的 として生みだされた ものであ り,そ れが後世次第に洗練 されて文

学性 を高めて行 ったのである。 シュメール時代の神話的作品 として前2000年

以前の古いシュメール語で書かれたギルガメシュ叙事詩はその後バ ビロニア

語,ア ッシリア語,ヒ ッタイ ト語 などに翻訳 され,断 片的な形ではあるが遺

されている。19世 紀半ば頃,ア ッシュールバニパル王(前7世 紀)の 王室図

書館遺跡か ら発見 されたア ッシリア語12枚 の粘土板が,ギ ルガメシュ叙事詩

の姿をよ く示 している。

ギルガメシュとホメロスのイ リアスおよびオデュッセイア}ロ ーマのアエ

ネーイスの4編 が古代叙事詩の傑作 とされ,世 界的に文学の源泉 と見なされ

ている。ギルガメシュが2000年 以上埋れた ままであったため,か つてはギ リ

シャのホメロスの2作 品が叙事詩の開祖 と考 えられていたが,ホ メロスの作

品や聖書 までがギ リガメシュ叙事詩の影響 を受けているといわれ るように,

このシュメール文学が現在知 る限 りで最古の叙事詩であ り,シ ュメール文明

の広域的浸透力の強 さが示 されている。 しか し,ア ッシュールバニパル図書
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館の粘土板は前7世 紀の ものであ り,シ ュメールの時代 にどのような形で流

布 していたかは必ず しも明 らかではない。

e.継 承 と伝播

すでに記 したとお りsそ れまでシュメール語でシュメ,__._ル地方の人々に口

調的に伝 えられてきた文学,歴 史,宗 教等の作品がシュメールの滅亡
,古 バ

ビロニア(前2000～ 前1500年 頃)の 台頭の時代 にその滅失を恐れて集中的に

文字化された という歴史的事実には,文 明の装置 としての書物の誕生・継承・

伝播 を明 らかにしようとす る我々にとって貴重 な示唆がふ くまれている。

第一 にそれ まで連綿 と口調で伝 えられてきた作品が,言 語の置換 という伝

承 の断絶の危機 に,そ の時間的制約 を超克す るための手段 としてはじめて文

字化 され「書かれた作品」:書 物 とされたのであ り,第 二にアッカ ド王 による

メソポタ ミア全域支配の統一国家成立が もた らした地域的拡大 に対処する空

間的制約の超克がまた文字化,書 物化の背景のひ とつ となったのである
。す

でに見た ように文字による情報伝達の時間的空間的制約の超克が
,単 に中立

的に起 こったのでな く,権 力の行使 を有効な らしめるための手段であったよ

うに,体 系化 された作品 としての書物の作製 ・保存 ・伝播 もまた権力にとっ

て,体 制 を維持するための不可欠の手段 「文明の装置」にほかな らなかった

のだ。知的情報の生産 と管理 を牛耳 る者が文明の代表者 となることは
,古 代

において も現代 においても変わるところはないのである。

というわ けで,メ ソポタ ミアにおける文字の誕生が,前3000年 頃であるの

に対 し,書 物の誕生 はかな りお くれて,前2000年 頃 と考 えられている
。勿論

萌芽的書物 は散発的に早い段階で作 られたであろうが,そ れが社会的なサブ

システム として普及するようになったのは,ア ッカ ド時代前2000年 頃以後 と

考えてよさそうである。 いいかえれば,前3000年 頃から前2000年 頃に至 るシ

ュメール語時代 には懊形文字 はもっぱら経済 ・行政のための記録文書の作製

に用い られたのであ り,前2000年 のア ッカ ド時代以後法典や神話,叙 事詩の
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ほか,宗 教,占 い,文 学 か ら辞 書 に至 る まで 多様 な"書 物"が 作 られた ので

あ った。

f.図 書 館

シュメールで,行 政 ・経済の記録文書や より作品的な文学や法典が粘土板

によって作製 されるようになると,次 いでその保存,利 用が必要 となる。 も

ともと権力行使の補助手段 として時間 と空間の制約 を超 えて情報伝達 をはか

るための文書 ・作品だか ら当然のことである。

こうして粘土板による情報の蓄積 は経済 ・行政上の必要による文書館 と作

品保存のための図書館の二つの性格 をもっている。往々にして両機能 は合体

し,権 力中枢 にサー ビスするためのひ とつの情報集積所 を成 していただろう。

そうしたゆるやかな意味での図書館 をその集積者によって3種 類 に分けるこ

とができる。神殿図書館,王 室図書館,個 人(貴 族)図 書館である。

メソポタ ミアの図書館が早 くか ら成立 したのは,こ れ もまたその活発 な経

済活動:商 業 ・貿易のためである。経済取引 ・販売管理,国 家財政,法 的管

理等の記録が権力 による行政の複雑化,官 僚化 とともに,先 ず保存 される必

要が生 じたのだが,そ うした保存 を可能 にしたのは,言 うまで もな く,粘 土

板の耐火,耐 久性である。古代オ リエ ントの文字資料全体の中で量的には,

シュメール,ア ッカ ド語 のテキス トを100と すれば,エ ジプ ト語 は20,ヒ ッタ

イ ト語 は1で あると矢島文夫氏が計算 しているが,作 製 された文書の多寡 と

共に,粘 土板がパ ピルスより圧倒的に良い耐久性 をもっていた ことを示すだ

ろう。

エジプ トの図書館の収集物が公文書中心であったのに対 して,ア ッシリア

の図書館 はその他の書物的作品を多 く所蔵 したか ら,世 界最初の本格的図書

館はアッシリア人が創始 した と言われる。アッシ リア人 とそれに先行するシ

ュメール人たちは組織的に粘土板 を収集 し,配 列 し,あ らゆる文献 をふ くむ

大規模 な蔵書 を作 り上げていたのである。
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シュメール地方のウルやニ ップールその他諸都市の遺跡か ら
,す ぐれた粘

土板の収集が発掘 されてお り,前2000年 以前にシュメールに公共図書館や個

人図書館が沢山あった ことを示 している。メソポタ ミアの西,ヒ ッタイ トか

らも模形文字の粘土板が多数発掘 され,そ の中には収集図書 目録 まで もがふ

くまれていた。

ア ッシリアの有名な図書館はア ッシュールバニパル国王の作 った前7世 紀

のニネヴェの図書館である。数千枚の粘土板 を収蔵 し,王 宮司書のもとに20

人以上 もの書記が粘土板の作製 と保管に任 じていた という。所蔵文献 は歴史

年表,政 府の記録 ・通信 ・書翰な どのほか,文 法,詩,歴 史,科 学,神 話a

宗教などあ らゆる種類の ものが揃えられていた。数百年以前の古い粘土板 を

現代 アッシリア語 に翻訳するための辞書 も備えられていた。ニネヴェ図書館

の粘土板 は主題 によって配列 され,部 屋 ごとに主題 のちがう本が管理され
,

本の内容 目録が,扉 や壁 に書かれてあ り,本 の題名か本文の一行 目,行 数,

枚数 まで示 されているとい う念の入れ ようで,現 代の図書館以上 とも言 えそ

うな親切 さである。

9.粘 土板への 「印刷」 と 「出版」

人間の考えはどこも同 じでy粘 土板文書の作製が度重なると,毎 回署名す

る煩わ しさを避 けるため,円 筒状の印判 を用意 し,毎 回それ を押捺 して署名

に代 えることをはじめる。印刷行為の原形 といえる。 さらにこうした手法 を

拡大 し,シ ャルマネザー三世(前9世 紀)は 戦勝ニュースの粘土板(瓦 版)

を多数複製 して人々の間 に配 った。

前6世 紀のカルデア国(後 期バ ビロニア)で は,学 問 ・技芸が大変発達 し,

国民の多 くは文学 を理解 し,好 んで読書 をする風習がひろまった。国民の読

書意欲 に応えるため到 るところで粘土板 の書物の出版が流行 した。版材 とし

ての粘土 をねる者,文 書 を作 るもの,写 字生,粘 土板干 し固め係,焼 き固め

係,販 売担当者等各種専門に分かれ,盛 んに書籍の印刷 と出版が行われたわ
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けである。印刷 ・出版 された粘土板書物の内容 は,小 説,歴 史,地 理,天 文,

算数,商 業で,と くに宗教書が多かった。そうした粘土板書物の判型 は,今

日A5判 ・A6判 ・B5判 ・B6判 ・ 菊 判 等 種 々 の判 型 鞭 わ れ る よ うに・醤 方

形,円 形,楕 円形,角 縁丸形な ど一定せず,前6世 紀には樽形が流行 した。

このように前6世 紀すなわち2500年 以上 も昔の後期バ ビロニア時代に,一

種の出版機能が存在 していた ことは驚 くべきであるが,我 々の考察の対象で

ある前2000年 頃 までのシュメールでは,ま だ出版以前の初源的な形での本作

りが行われていたにすぎない。 ここで次の疑問はた とえ初源的な形であれそ

うした 「文明の装置」 としての本作 りが,す ぐれて内発的に発生 した といわ

れるシュメール文明 において どのような過程 を経て創始されたのか という問

題である。今後発掘粘土板の解読が進むにつれて,こ の辺の事情が解明され

ることを期待 したい。

5.シ ュ メー ル 文 明 の成 長 と浸透

以上文明 という名の権力構造 において,文 字,こ とば,書 物が文明の装置

として,シ ュメールにおいて どの ような機能を果 してきたかを概観 した。次

の問題 は文明 とい う権力構造がその周辺地域に浸透 し,世 界国家 を形成する

に当たって,文 字,こ とば,書 物が どのように機能 したかをシュメールの場

合について明 らかにすることである。

かねて筆者 は翻訳 という国際コ ミュニケーション活動の発生 に関連 して,

諸国家 ・地域 のモデル化 を試み,(1)孤 立的国家群,② 国際化社会形成国家群,
16)

(3)文化 的 従 属 国家 群 に3分 した。 この よ うな視 点 か ら見 た時,メ ソポ タ ミア,

エ ジプ ト,パ レ スチ ナ,ア ナ トリア,イ ラ ンをふ くむ古 代 の オ リエ ン ト地 方

は,正 し くひ とつ の国 際 化 社 会 を形 成 していたので あ り地域 内諸 国の活発 な

(平和 的 ・暴 力 的)交 流 を通 じて互 い に強 い刺 激 を受 けi進 んだ 文 明 を生 み 出

した の で あ る。 シュメール は決 して孤立的 に突 出 していたわ けで はな く,国
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際化社会の中で最 も早い時期 に比較的に周辺諸国 より有力 とな り,中 心国の

ひ とつ となった ものである。国際化社会 における文明の生成過程の例 として
,

極めて興味深い ものがある。

前3000年 代のシュメールは10ほ どの都市国家の集合体で,初 期 シュメ0ル

王国群 と呼ばれ,前2370年 頃最 も強力 となったウンマの王ル0ガ ルザゲシが

周辺諸都市国家を征服 してシュメール最初の統一国家を形成するが,間 もな

く前2350年 頃サルゴンが反乱を起 こし,ア ッカ ド王朝 をひらいた。アッカ ド

はシュメールだけでな くs全 メソポタ ミアを統一 し,メ ソポタミア最初 の王

朝 となった。1000年 近 く続いた最初期のシュメール王国群時代はs統 一王朝

を欠 く群雄割拠の時代であったが,そ うした緊張状態の継続の中でこそ
,シ

ュメール人は彼 らの文明を維持 し発展できたのであった
。

そうしたシュメール文明の周辺への浸透 の史実を我々の研究対象である
,

①懊形文字,② シュメール語,③ シュメール作品について国際 コミュニケー

ション的視点か ら整理確認 してみよう。

すでに記 した とお り筆者 は,国 際 コミュニケ0シ ョンの視点か ら翻訳書出

版の歴史を概観 した。そこでは翻訳書出版 について,有 力な文明 という高圧

地域の生んだ作品が より低圧の諸国,諸 地域へ浸透する姿を分析 したのであ

ったが,同 様の関係 は国際コ ミュニケーションのより基本的手段である文字

とことばと作品(原 典)そ の ものについてもいえるだろう。 シュメール文明

の例でいえば,第 一にシュメール文明の開発 した模形文字 はメ ソポタミア全

域 をはじめその周辺諸国,諸 地域 によって利用 された。その地域的拡大の歴

史的継起 は,シ ュメールに続 いて前3000年 紀にシリアのマ リ王国やエブラ王

国に伝播 し,前2000年 頃に小 アジアへ,前1800年 頃にはイランへ と時間差を

置いて伝播 している。

日本語が中国の漢字を用い,そ れに音 よみだけでな く,訓 よみを与 えるこ

とによって,中 国語 と全 く異なるよみの日本語 を表現 しているように,シ ュ

メールの撰形文字 もまた,周 辺諸国 ・地域においてそれ らの ことばを表記す
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るために用 い られ,そ の 際 シ ュ メー ル 語 の文 字 に しば しば全 く異 な るよみが

与 え られていた ことがわか ってい る。す でに見て きた よ うに,懊 形 文字 の使

用 が シ ュ メ ール ー 国 か らメ ソポ タ ミア全域 にひ ろが り,さ らに周 辺 地 帯 の諸

文 明,諸 文 化 に よ って3000年 にわ た っ て利 用 され た こ とは,シ ュ メー ル の文

明 の影 響 力,浸 透 力 の 強 さ を示 す もの にほ か な らない。
ユの

ア ンリー=ジ ャ ン ・マ ル タ ン はそ の著"文 字 の 歴 史 と権 力"に お い て 「永

い時 間 の経 過 の 中 で民族 としての シュメール人 はア ッカ ド人 の中 に融合 され

て しまうけれ ど,彼 らの こ とば シ ュメ ー ル語 は ヨー 「ロッパ にお けるラテン語

と同様,宗 教 と文 学 の用 語 として メ ソポ タ ミア文 明の終焉 まで使 われ続 けた。

ア ッカ ド語が 中東全域 で理解 されたの は,模 形 文 字 の お か げ で あ り,懊 形 文

字 は シ ュ メ ー ル 語 とア ッカ ド語 の ほか,エ ブ ラ イ ト語(シ リア,前3000年

紀),エ ラム語(イ ラ ン,前2000年 紀 か ら前1000年 紀),フ リル語(北 メ ソポ

タ ミア,前2000年 紀),ウ ラ ル トウ語(ア ル メニ ア,前1000年 紀),パ ライ語

(ト ル コ,前1000年 紀),ヒ ッタ イ ト語(ア ナ トリア 前2000年 紀 中 頃),そ の 他

多 くの 言 葉 を表 記 す る の に用 い られた。懊形文字 が その よ うにメ ソポタ ミア

全域 で用 い られた のは,メ ソ ポ タ ミア商 人 た ちの 活 発 な貿易 のた めであ る と

共 に,そ の背 後 に あ る多 くの 古代 的 帝 国主義 の権力行使 のおかげであ った」

と書 いて いる。 この ようにシュメール で開発 された模形文字 は,メ ソ ポ タ ミ

ア 全 域 とその 周 辺 地 域 で用 い られ,時 間 的 に は前3200年 頃 か ら,ペ ル シ ャに

よ るバ ビ ロニ ア の攻 略(前330年)ま で3000年 近 い 生命 を保 った。

第 二 に文 字 だ けで な くシ ュメー ル語 とい うこ とば 自体 が,古 代 オ リエ ン ト

の か な り広 い地 域 で外交用語 ・商業用語 として用い られた とい う事 実が ある。

後 にギ リシ ャ語や アラ ビア語 が環地 中海諸 国での国際語 として外交や商業 に

用 い られたの と全 く同 じで,古 代 オ リエ ン トの国 際 語 として機能 した もので

あ り,シ ュ メー ル 自体 が滅 亡 した 後 に も2000年 の永 き にわ た って,死 語 とな

った シ ュ メー ル語 が と くに教育 ・行政 ・学 問 ・社会 的権威 のた めに利 用 され

た こ とは中世 ヨー ロッパ にお けるラテ ン語 の果 した役割 と全 く同 じであった。
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第三 に作品の レベルでいうな らばシュメールにおいてシュメール語で書か

れた作品 は翻訳 されることな くそのままコピーされ,周 辺諸国に流通 した し,

重要な作品の場合 にはそれぞれの国のことばに翻訳 もされた。翻訳は古典 シ

ュメール作品を現代語(ア ッシリアやバ ビロニアの)に 翻訳するためにも作

られた。

以上古代オ リエン ト世界 とくにメソポタ ミアおよびその周辺地域で国際 コ

ミュニケーションの手段 としてシュメールの文字,こ とば,作 品(書 物)が

高度 に利用されていた ことがわかる。 そしてそれ らのメディアの流れは常に

シュメールか らその周辺へ という方向において起 こったのであった
。

最後にシュメール文明が周辺地帯 に強力な発信 をな し得た ことと粘土板 と

の関係 を考えてみたい。

第一 に粘土 はメソポタ ミアではどこにで もあるほ とんどコス トのかか らな

い書写材料であった。 また粘土の可塑性 を利用すれば
,コ ピーを作 ることも

簡単であった。だから複製 された粘土板ニュース(瓦 版)を 配布 した り,作

品の複製 を提供することは,も し権力がその公開を禁止 しない限 り
,比 較的

容易であった。 それに対 してエジプ トのばあいは事情が全 く異なっている
。

パ ピルス紙はナイルに生 える水草パ ピルスの髄 に加工 して紙状 にした もので

あ り,加 工 にはかな りの手間すなわちコス トがかか る上,ひ とたびパ ピルス

に病気が広がると,そ の供給が途絶 えることになる。またアナ トリアのギ リ

シャ植民市ペルガモの図書館が,図 書の一大蒐集に成功 し
,ア レキサンドリ

アの図書館の勢威 をしの ぐ勢いになると,エ ジプ トの政治権力 はペルガモへ

のパ ピルスの輸出を禁止 したため,ペ ルガモ側 はパ ピルスに代わ る書写材料

として羊皮紙(パ ーチ メン ト)を 開発 した といわれるように
,パ ピルスの生

産 には地域的独占があった。 このようない くつかの条件があった上
,パ ピル

ス紙の耐久性 は低 く,か つ巻軸仕立のパ ピルス書物は所蔵 と利用 に便利 とは

いえず,さ らに重要なことは粘土板 におけるような押捺 という簡便な方式 に

よる複製が全 く不可能であった ことなど,粘 土板 に比べて相対的に不利な書
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写材料であった といえよう。そうした書写材料上の制約がエジプ トにおける

ファラオの権力 を維持 し,メ ソポタミアに比べてはるかに専制的,非 民主的

政治形態 を継続 させたひ とつの背景であった といえそうだ。粘土板 とパ ピル

ス,懊 形文字 とエジプ ト象形文字の対比が,シ ュメール(メ ソポタミア)と

エジプ トの比較文明史上重要な一テーマであることは否定で きない。書写材

料 として粘土 とパ ピルスを用いるそれぞれの場合について,コ ス ト等の定量

的なデータを入手で きれば,よ り説得力のある分析が可能だが,今 の ところ

筆者はそうしたデータを入手 していない。

結 論

以上不十分なが ら観察 してきたシュメール文明の歴史に照 し,我 々は文明

の発生 と浸透のメカニズム とそこにおけるシンボルサブシステム としての文

字,こ とば,書 物の役割について,経 験的な知識 として次のような仮説 を樹

てることが可能か もしれない。

(1)文 明 は一定の安定 した生活様式の持続的進行の中にある平安か ら生 ま

れるのではな く,生 活様式の変革を迫 られ る危機的状況がひき起 こす国

際的な緊張 と混乱の中か ら生 まれ る。

② 文明は部族が孤立 して生 きる孤立国家地帯 においてよりも・部族間の

国際 コミュニケーションが日常的に起 こる国際化社会形成地域において

生まれる。

(3>あ まりに強力な巨大権力が独歩的に存在する場合 よりも,よ り拮抗す

る諸勢力の競争的対立地帯の方が,文 明の浸透が早 く深 く行われ,よ り

普遍的な文明を生み出す。

(4)部 族の秘儀の手順を記憶 した り,占 いの目的で開発 された文字 は,交

易など国際的経済活動の目的で開発 された文字 ほどには文明の成立 に貢
18)

献 し な い 。
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⑤ より普遍的な構造をもつ文字の方が,そ うでない文字 よりも文明の浸

透 を促進する。 したがって文明はより合理的な文字 システムの開発 を指

向す る。

(6>文 字 ・文書(書 物)の 利用に対す る権力による制限の少ない場合の方

が多い場合 より文明の発生 を促進する。

(7)権 力はシンボルサブシステムを独 占することによって,ま た独占が破

られた後 にはその操作 によって権力 としての文明の維持 ・強化 をはかる。

(8)書 写材料の性質,入 手 と複製の容易 さ,コ ス ト等が文明の性格に大 き

な影響 を与 える。

(9)文 明的主導国の ことばと文字 と作品(書 物)は 国際的通用力をもち,

影響下にある諸地域 に浸透する。すなわち文明国のことばはリンガ ・フ

ランカとして影響下諸国 ・諸地域の経済 ・外交 ・宗教 ・哲学 ・文学の用

語 となり,文 明国の書物は聖典,法 典,哲 学 ・文学の古典 として流通す

る。 そうした普遍的メディアをもたない文化 は強力な文明 とな り得ない。

⑩ 国際化社会形成地域 における強力な覇権国の文字,こ とば,書 物(作

品)は 当該国が覇権 を失った後 も長 く生 き残 ることがある。

注

1)陳 舜 臣 「古代 オ リエ ン ト」 『ビジュアル版 世界の歴史』2巻 月報 講談

社1984

2)A.J.ト イ ン ビー 「歴史 の研究」 『世界 の名著61』 中央公論社1983

トイ ンビーは文 明の発 生 を説 明す るために挑戦 と応戦 という概念を用いる。

シュメールの場合,挑 戦 は前5000年 頃 にはじまる気候 の乾 燥化 であった。この

乾燥化に対する対応の方法は三つあった。生活様式を変 えずに住み うる土地に

移動するか,故 国 に止まって乾燥 に堪 え る鳥獣 をとってみ じめに暮すか,居 住

場所 と生活様 式 を変 えて牧畜 ・農耕 に従事するかである。はじめの二つは停滞・

衰退への途であり,居 住地 と生活様式 を果敢 に変 えた第三の場合のみが挑戦 に

対する応戦であ り,そ うした応戦 の結果発生 したのがシュメール文明であると
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い うのである。

本稿ですでに観察 して きた諸事実:シ ュメール人 が北 方か らの移動 によっ

てティグ リス ・ユーフラテス下流地帯 に住むに至 った こと,狩 猟 ・採集経済 か

ら牧畜 ・農耕経済への転換 という応戦を部族の統合によって他に先んじて組織

し得た政治力等は,ト イ ンビー説 に符合 す るもの といえよう。

3)安 田喜憲 『気候が文明 を変 え る』 岩波書店1993

安田喜憲 「5000年前 の気候変動 と都市 文明の誕 生」金関恕 ・川西宏幸編 『都

市 と文明』〈講座文明 と環境4>朝 倉書店1996所 収10頁 ～29頁

4)織 田武雄 「ナイル河 とチ グ リス ・ユーフラテス河」前嶋信次他編 『オ リエン

ト世界の誕生』〈オ リエン ト史講i座1>学 生社1984所 収

5)岡 田英 弘 『日本史の誕生』 弓立社1995

6)陳 舜臣,前 掲論文

7)佐 藤 進 「メ ソポタ ミアの政治体制」前嶋信次他編 『古代文明の発展』〈オ リ

エ ント史講座2>学 生社1985所 収

佐藤 進氏 は上 記論文 において メソポタ ミア最初期の国家形態に関す る諸説

を紹介 している。先ずファルケンシュタインの 「神殿都市論」によれば初期王

朝時代のシュメール都市は 「神殿都市」の性格 をもってお り,都 市 国家 の全 国

土 と住 民 は都市主神の所有であ り,神 の代理者 としての神官エ ンが神殿 に住ん

で都市の行政 をつかさどった。やがて神官の宗教的機能 と世俗的機能が分化

し,宮 殿 を もつ王が誕生 し次第 に権力を拡大する。都市国家には自由市民の集

会が存在 したが,そ の意義 は過大 に評価すべ きでない としている。これに対 し

てジェイコブセンは市民の全体集会を重視す る 「原始民主政」論 を提唱 してい

る。全体集会 は必要に応じて招集され,行 政的案件 には 「エ ン」を外 的脅威 に

は 「王」を選んだが,こ れ らは危機 の期 間にのみ置 かれ,平 和時 には原始民 主

制的組織 に戻 るというものである。このような形態 は個々の都市国家のみでな

く,都 市国家 の連帯(同 盟)と しての シュメール地域全体 に対 しても適用され

た とし,初 期 王朝 時代 第1期 が その存在時期で あ り,第II期 か ら第III期初 に原

始王政へ移行 し,ア ッカ ドの 「原始帝 国」をへ て,ウ ル第三王朝 に至 って,は

じめて メ ソポタ ミア全域 を支配する中央集権的国家が成立 した としているの

である。ジェイコブセ ンの議論は人類最古の文明 シュメールの成立 を考 える上

で示唆に富んでいる。王権の専制的支配下にあったエジプ トと,よ り民主 的,

競争的 で あった シュメール の社 会体制の差が文明成立 にどのような差異を与
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えた か とい う点 につ い て で あ る。
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鈴 木 秀 夫 『気 候 の 変 化 が 言 語 を か えた』NHK出 版X990

出典:(1)FelixReichrnann,TheSourcesofWesternLiteracy ,Green-

woodPress,1980,p.46

② 板 倉 勝 正 「シ ュメ ー ル都 市 」前 掲 『古 代 文 明 の発 展 』 〈オ リエ ン ト

史 講 座2>所 収162頁

北 川敏 男氏 は古代 文 明 出現 の メ カ ニ ズ ム につ い て情 報 文 明 論 の視 点 か らイ

ギ リス の考 古学 者 ラ ン ブ リュー の説 を紹 介 して い る。す なわ ち文 明 は シス テ ム

論 的 に見 て,五 つ の サ ブ シ ス テ ム を もつ トー タ ル シ ステ ム と して把 握 す る こ と

が で き る。 生 活,技 術,社 会,シ ン ボル お よび交 易 ・通 信 の 五 つ の サ ブ シス テ

ムで あ る。これ ら五 つ の サ ブ シス テ ム は相 互 に影 響 を与 え合 い乗 法効 果 を発 揮

す るが,こ の 中 の シ ンボ ル ・サ ブ シ ステ ム が と くに重 要 で あ り,文 明 とは物 質

的価 値 が シ ン ボ ル的 競 争 の た め の場 とな り,物 質 的 価 値 と社 会 的価 値 とが シ ン

ボル と して 等価 に な る よ うな仕 組 み で あ る とい う もの で あ る。こ こで ラ ン ブ リ

ュー の い う シ ンボ ル ・サ ブ シ ス テ ム に は 宗 教,芸 術,言 語,科 学 が ふ く まれ

る。 本 稿 の扱 う文字,こ とばs書 物 が これ ら シ ン ボル ・サ ブ シ ス テム の最 も重

要 な部 分 と して 他 の シ ンボ ル や サ ブ シ ス テ ム と深 くか か わ っ て い る こ と は い

うまで もな い。
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て いた か をJackGoodyとIanWattが 指 摘 して い る。

JackGoodyed.,LiteracyinTraditionalSocieties,CambridgeUniv.Press,

1975,pp.36-37
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